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④みんなが集まる

　場所づくり

◆隣近所との交流が疎遠になりがちであり、地域での

触れ合う機会が少ない。

◆世代を超えて一緒に楽しめる行事が少なく、また、若

い世代の地域活動や地域行事への参加が少ない。

◆みんなが参加できる地域の公民館活動が少ない。

５年後のまちの姿

ステップ１ ステップ２ ステップ３

事業・取り組み

【目標】

顔があったら笑顔で挨

拶。「あいさつプラス１

運動」のまち

少子高齢化が進む中、若

い世代の考えを取り入れ

てのイベントで地域の若

返りを図り、世代を超え

て心と心のふれあいがで

きるまち

学校の協力を得て、

鹿町地区の「標語」

などを募集する。

地区の拠点となる公民館

での活動が充実し、活気

あふれるまち

公民館長などの協力

を得て、実態把握を

行う。

各団体の協力を得

て、実施プログラム

の調査と検討に努め

る。

家庭、学校、地域に

おいて、あいさつ運

動を推進する。

民生委員児童委員な

ど の 協 力 を 得 て、

ネットワークなどの

見守り活動の強化と

推進を図る。

スポーツ振興課、学校、各団体の協力を得て、

ニュースポーツなどの世代を超えた交流の

場づくりに努める。

広報誌などによる公民館活動のＰＲ及び広

報啓発を行い、実態調査を踏まえて、年間

を通じて誰もが参加できる行事の企画を行

う。（地産を使った郷土料理など）
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